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方法：BALB/c、SCID マウスに脾臓摘出術または sham 手術を施行後、四塩化炭素(CCl4)
やチオアセトアミド(TAA)を腹腔内に 6 週間反復的に投与して肝線維化を誘導した。 
結果：Balb/c マウスではシリウスレッド染色やヒドロキシプロリン定量等による評価の
結果、脾臓摘出術により CCl4 及び TAA 誘導の肝線維化が有意に抑制された。肝臓での
Th1 及び Th2 サイトカイン発現を RT-PCR 等で評価した結果、Th1/Th2 バランスは脾摘
により Th1 優位に変化した。機能的な T 細胞を欠損する SCID マウスでは、脾摘による
Th1/Th2 バランスの変化を認めず、肝線維化の抑制効果も認めなかった。これらの結果か
ら、Th1/Th2 バランスへの修飾が脾摘による肝線維化抑制効果に関与していることが示唆
された。脾臓は B 細胞の成熟・分化に関与しており Th2 優位の環境を形成している。免




るため、全身の細胞で GFP を発現するグリーンマウスより分離した GFP 陽性脾細胞を同
種野生型マウスの脾臓に移植し、CCl4 により肝傷害を誘導した。その結果、肝臓で GFP
及び CD4二重陽性の細胞を認め、脾臓から肝臓への CD4陽性リンパ球の遊走が示唆された。
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